情報リテラシー演習の効果と課題-情報ネットワーク学科の学生を対象として- by unknown




Effect and Assignment of Information Literacy Practicum 






























































































 1956「中等教育教育課程分科審議会第 2回記録」 
219-209。 
1957a「第 1回教育課程審議会 あいさつ」 
136-138。 
 1957b「社会科の再検討」226-231。 
















日本教職員組合編 1953『日本の教育』第 2 集岩
波書店。 
  1954a『日本の教育』第 3集Ⅵ国土社。 
  1954b『日本の教育』第 3集Ⅶ国土社。 
  1954c『日本の教育』第 3集Ⅷ国土社。 




1959a『日本の教育 上巻』第 8集国土社。 








































ついてであるが、第 1 回目のおよそ 38 点から第
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1. タイピングを毎回の講義開始後 10 分実施し、
最後の結果を記録用紙に記録する。 
2. タイピングの速度を Excel に表としてまと
める。その際、表計算の機能やグラフによる
可視化などの工夫を実施する。 



















と留学生の第 1 回目と第 15 回目の設問④、⑤、
⑥の平均得点のグラフを示す。日本人学生、留学
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 設問⑥「Power point はどのくらい得意です
か。」についてであるが、第 1 回目のおよそ 39
点から第 15 回目ではおよそ 49 点でおよそ 10％
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3) 赤堀 侃司 「授業におけるICT活用と情報教育」 
『電子情報通信学会 通信ソサイエティマガジ
ン』 2019年 13 巻 2 号、86-91頁。 
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